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ここしばらく編集委員の数が減ったため，編集後記がまわってくる順番が早く

なってしまった。掲載されている論文をもとに書くのであるが，さすが年に 2

回のペースになると記すこともマンネリ気味になってしまう。しかし，本号も多

彩な論文が並びどれも教えられる。ただ，諸事情により「巻頭言」を掲載できな

かったのが残念である。「巻頭言」を楽しみにしているという読者の声を耳にし

ているので，ここでお詫び申し上げたい。

さて本号では，「展望」としてアミロイドイメージングのアルツハイマー型認

知症診断における有用性が，また「研究と報告」「資料」として遂行機能障害の

簡易評価尺度，ADHD-RS評価スケール，パチンコ・パチスロ遊技障害尺度が載っ

ているが，記述的な臨床論文やナラティヴなものがなくて面白味がないという感

想もあるかと思われる。最近の編集同人へのアンケートでも，EBM重視で評価

尺度や数値，図表や生物学的知見ばかりでは「読んでいてつまらない」という意

見が寄せられている。投稿論文の掲載を主としている本誌としては時として偏っ

てしまうのはやむを得ないが，できるだけ「オピニオン」や「特集」でそうした

声にも応えられるようにしていきたいと思う。

「つまらない」というのは，数値や図表ばかりだと草木の生えていない地面を

ずっと見ているように味気なく，患者さんや疾患の生身の姿が見えてこないから

であろうか。こうした傾向は精神科臨床の危機ともいえよう。若い精神科医と話

していると，リサーチマインドが強くても弱くても，患者の状態を数値に置き換

えていうのを耳にすることがある。たとえば，うつ病患者の状態を評価尺度で〇

点と報告するが，その患者にとって具体的にどこがどのように，なぜ辛いのかと

訊くとあやふやになる。骨はあっても肉がないのである。数値はあくまでも骨で

あり，それに肉付けして診るのが臨床であり，患者理解であろう。

臨床では EBM重視の弊害はすでにさんざん指摘されているが，専門学会の細

分化についても別の立場から同様のことがいわれている。本誌では 1987年から

毎年「精神医学関連学会の最近の活動」を掲載してきたが，今年第 1回の本号

でも実に 41の学会から報告が寄せられている。ほとんどの学会は臨床に直結す

るものばかりであるが，多くの臨床家はこれらのうちのいくつかに参加している

だけであろうから，この活動報告をお読みになって統合化を図る参考にしていた

だければ幸いである。 (M.I.)
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